







The Current Status of Foreign Graduate Students 
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in the Graduate School of Engineering， Fukui University 
Yoko SUZUKI 
(Received Feb. 26， 1999) 
The objective of this report is to describe and discuss the importance of 
accepting foreign students especia11y at our Graduate School here， relating to the 
current government policy. 
According to the survey the problems raised by the foreign graduate students 
inc1ude more needs for assistance in Japanese language training， more cultural 
exchange and communication with Japanese students， more information about 
Fukui University and its surroundings. 
These needs may be partia11y fulfi1ed by improving tutor-system and by 
developing intemet homepages with the cooperation of the foreign students and the 
staff. This may also help to recruit better students from a1 over the world， which， 
in tum， may facilitate academic activity of our Graduate School. 











1 9 8 4 (昭和 59) ー 89 (平成元)年のプラザ合意を挟み、日本の経済大国化は進展し、留学生
数も図 1のようにこの聞に 12，410人から 31，251人へと 2. 5倍、年率にして 20%以上の仲び、を
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てこの経済の大国化と教育の国際化とが一体化するのが、 1 983年の「留学生受け入れ 10万人


























会」による f二十一世紀への留学生政策に関する提言j で発表された「留学生受け入れ 10万人計













































































































下の表1で示したように日本政府が奨学金を提供する国費留学生数の割合が 16. 2 %と世界最
大であることが日本の留学生政策の特色のひとつである。
2. 3章で述べたように日本の留学生受け入れは、意図的に経済大国日本の国際貢献として拡大
された点では、公共財の拠出である。国費留学生の数は 10万人計画ではその 10分の lの1万人
程度と想定されていたが、留学生数が5万人を突破した 1997年現在既に 8、250人であり全
留学生数の 16. 2 %と世界で最も高くなっている。
表1 国費留学生数と割合(1997年)
アメリカ イギリス ドイツ フランス 日本
留学生数 47，984人 129，550人 146，126人 170，574人 51， 047人
.ー.............‘-・・-ー..‘・・・ ・・・・・・ー・・ー・ ・・ー・ . ........ー・・，ー・・ー.ー・・.....‘・.. ・ー・........・ ・・....ー ..... ー・・・..・ー......ー・ー ... ...・e・・a・.・.......ー・・..咽・4
1997年 O. 9% 2.9% 3. 7% 6.9% 16.2% 
1990年 2. 36% 4.07% 3.36% 8.30% i2.00% 
一
77 
1 9 9 7年の国費留学生の割合を 19 9 0 年と比較すると、 1~1 本以外は下落あるいは横ばいなの
に日本だけがこの 7年間で増加している(表 1)。しかも支給月額が大学院生 185，500円、挙
部学生 142、500円という高額である。短期留学生に対する日本国際教育協会からの奨学金も
非常に広く、 1 9 9 6年度には2000人近くに支給され、応募率 1. 5倍であった。私費留学生
のための育英奨学金も 8500人分(前年度同数)に月額大学院生 70、000円、学部生4g， 
000円を与えている。未曾有の財政危機にあり、 ODA経費も 10%削減の中で、人造りの支援






























1 970年 初めて留学生が入学(マレーシアから) 1 。
1 974年 大学院に初の留学生 。
197 7年 研究生が初入学 (1982年に教育学部にも) 1 1 
198 5年 留学生数2桁になる 3 
1 990年 研究生だけで20人が入学 9 1 3 
1 996年 大学院生の 15%が留学生 6 6 1 4 
(工学部学部生 3 6人)
1 998年 関学生総数 153人 6 9 1 7 
(内中国出身者105人) (同42) (同 9) 
ここで留学生の出身国別割合，をみてみると表3のようになる。
表3 留学生の主要出身国別割合(全国:1997年) (単位 % ) 
中国 韓国 台湾 マレイシア インドネシア
43.7 23.1 8.5 4.2 2.1 
68.6 4.5 0.1 9.1 3. 9 
1 998年本学全体の留学生数15 3人のうち中国の出身者が 105人と 68. 6 %を占める。
大学院工学研究科では42人、同研究生9人計51人が中国出身者であるから大学院工学研究科留
学生86人のうち 60%が中国人である。 中国出身者の第 1号は 1979年に 1人だ、ったが、 1 
985年以降徐々に増え始めた。 1992年76人だ、ったが翌93年は 112人と 50%近く増加



















































2 帰国して専門に関係する仕事ができる就職を探す(中国・環境・ f) 
3 環境・質量分析関係の就職。卒業して2年日本語を勉強してから帰国(中国・材料・ f) 
4 日本企業に長期就職(台湾・環境・ f)
5 日本で祖国との合弁会社に就職、いずれ祖国の会社に転勤(中国・環境・ f) 
6 日本の会社に就職(中国・生化・ f)
7 目立に就職予定(マレーシア・電子・ m)
8 日本で就職(内定済み) (ベネズエラ・電子・ m)


























卒業生 8 9人 100% 
帰国 5 4人; 61% 
国内就職 1 7人; 19% 

































80%わかる講義数 3 0 
70%わかる講義数 2 7 











専門書が読める 17. 2 %、
ゼミで論議に参加する 17. 2 % 
ノートがとれる 14. 4 % 
講義を理解する 10. 9 % 
実験の手順がわかる 10. 9 % 






文献・論文を理解できる 15. 5 % 
講義が理解できる 24. 7 % 
口頭発表ができる 8. 2 % 
レポート、論文が書ける 5. 6 % 
教官学生と会話ができる 27. 0 % 
日常生活に支障がない 18. 6 % 
表7-2 国費留学生に対し期待する日本語能力
( 1 9 9 4年名古屋大学100名の教官(理工系が90%)に実施)
8-2 大学院工学研究科教官の声
日本語で質疑・応答 I 52% 
ゼミなどで日本語で発表 I 48% 
日本語で討議 I 48% 

































4 7通 (35 %)の回答であるが、貴重な意見が多く、関心の高さがわかる。 r1 )と 2) Jあるい
はr1 )か 2)Jという組み合わせが多かったので『修士入学時に日本語能力を入学の可否に加える』
ということで、 r1 )と 2)Jをーっとしてまとめ、表8に学科毎 (A---F)に集計した。(単位(人))
表8 今後の大学院留学生の日本語について
1) + 2 ) 3) 4) 5 ) 計
A 6 。 4 。 1 0 
B 9 。 l 。 1 0 
C 4 3 。 8 
D 2 。 2 2 6 
E 。 2 3 1 6 
F 5 O 。 。 5 
G 1 。 。 1 2 
















































































































E 文部省学術国際局留学生課「我が国の留学生制度の概要j 平成 10年度
目 1997，1998年度は就学生は増加に転じた。
i r福井大学現状と課題Jp 244から引用。
w 鈴木 (1998) p 2 1 6参照。
v 1994年調査:尾崎(1998)による。









江淵一公 1'990 r留学生受け入れ政策ち理念に関する一考察 j 広島大学教育研究センター『大学論集.o20集
江淵一公 1991 rヨーロッパにおける留学生受け入れシステムと現状j 広島大学教育研究センター
尾崎明人 1998r学部・大学院留学生に求められる日本語能力についてJr留学交流J10: 3 
加藤浩三 1998r国際協力としての留学生政策Jr留学生教育J3号 留学生教育学会
西国弘次 1998r留学生と日本入学生の真の交流を目指してJr留学交流J10: 10 





大学審議会編 1998r 2 1世紀の大学像と今後の改革方策について(答申)J 












Sub: Request for sending a guide for postgraduate study 
Dear Sir， 
Date. .10/11198 
1 have much pleasure to introduce myself as a lecturer of the Dcpartment of Applied 
Mathematics and Computer Science， Islamic University， Bangladesh. 1 am desirous to 
MastersIPh. D. degree in Computer Science and Technology or related discipline in yo町
University. 1 would be ve門 gladif you please send me a prospec旬salong with inforrnation's 
about the academic stuff of the Facul旬ofEngineeringand their research themes at yo町 earliest
possible convenience 
Your sincere help would be a great service to me. 
Thanking you. 
Y ours faithfully 
仰げ41
